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要旨 
グローバル化時代に、世界中でも立ち回れるよ

うに、留学は一つの選択肢とされている。留学生

は留学を通じて、社会経験、言語の習得、異文化

理解などから成長し、「グローバル人材」となる。

留学の意義は人によって相違があるが、多方面か

ら見ると、自己成長が最も重要だと思われる。 

今の時代では、留学生の人数は増えている一

方、留学生に貴重だというイメージが、仕事への

アドバンテージなどが段々少なくなってきたよ

うに思われる。 

留学の目的  
①言語の習得  

②国の雰囲気を感じる 

留学の難点  
①外国語を使うのに自信がない  

②海外生活に慣れるのに時間がかかる 

留学のメリット  
①海外でのキャリアが就職にアドバン     

 テージがある  

②自立性を高める  

③国際的視野を高める 

留学に対する感想  
①将来にメリットがある  

②何かを達成し、自分が納得できる結果を得れ

ばいい 

研究方法 
 本論文では、筆者の留学経験を含め、そ

して日本人と中国人留学生とのインタビュ

ーをし、それを分析して行きたいと思う。 

インタビュー対象 
 日本人教師一名 

 中国人留学生二名 

問 14.留学した人は留学していない人より

有利な点は何だと思いますか？ 

Ｉ氏：どんな成果を自分で自覚するか、  

   それが大事なのかな。自分が考  

   えている物の見方とは違う者に  

   触れて、悩んだ人のほうが手に  

   入れた物が大きいかもしれない。 

結論 
留学した上で、将来に理想的な仕事を見つ

けられる保障が一切ないものの、人は人に

留学することを促進する。その理由につい

て、筆者は「経験は他人の口から得られな

い、自らしないと意味がない」と言うこと

だと思う。グローバル人材になるかどうか

は関係なく、個人の心境の成長が、留学の

真の価値だと思われる。 
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